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(57)【要約】
【課題】２つの独立した光学系を備える光ピックアップ
において、製造コストの上昇を抑制して２つの対物レン
ズ間の距離を小さくできる光ピックアップを提供する。
【解決手段】光ピックアップ１は、第１光学系４と第２
光学系５とを有する。第１光学系４及び第２光学系５は
、第１ミラー１６へと入射する第１の出射光の光軸（光
軸Ａ）の方が、第２ミラー２５へと入射する第２の出射
光の光軸（光軸Ｂ）よりも低くなるように、形成されて
いる。また、第１対物レンズ１７及び第２対物レンズ２
６側から平面視した場合に、第１ミラー１６の反射面の
周縁部の一部に第２ミラー２５の一部が重なっている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１光源から出射された第１の出射光を光ディスクの情報記録面に導くとともに、前記
情報記録面で反射された第１の戻り光を第１受光素子へと導く第１光学系と、
　第２光源から出射された第２の出射光を光ディスクの情報記録面に導くとともに、前記
情報記録面で反射された第２の戻り光を第２受光素子へと導く第２光学系と、を備える光
ピックアップであって、
　前記第１光学系には、前記第１の出射光を反射して光軸を前記情報記録面と略直交する
方向に変換する第１ミラーと、前記第１ミラーで反射された光を前記情報記録面に集光す
る第１対物レンズと、が含まれ、
　前記第２光学系には、前記第２の出射光を反射して光軸を前記情報記録面と略直交する
方向に変換する第２ミラーと、前記第２ミラーで反射された光を前記情報記録面に集光す
る第２対物レンズと、が含まれ、
　前記第１ミラーへと入射する前記第１の出射光の光軸の方が、前記第２ミラーへと入射
する前記第２の出射光の光軸よりも低くなるように、前記第１光学系及び前記第２光学系
は形成されており、
　前記第１対物レンズ及び前記第２対物レンズ側から平面視した場合に、前記第１ミラー
の反射面の周縁部の一部に前記第２ミラーの一部が重なっていることを特徴とする光ピッ
クアップ。
【請求項２】
　前記第１対物レンズと前記第２対物レンズとを保持するレンズホルダと、
　前記レンズホルダに一端を固定されるワイヤの他端を支持することにより前記レンズホ
ルダを片持ち支持するサスペンションホルダと、
　前記レンズホルダをフォーカス方向及びトラック方向に駆動する駆動手段と、を有する
対物レンズアクチュエータを更に備えることを特徴とする請求項１に記載の光ピックアッ
プ。
【請求項３】
　前記第１対物レンズ及び前記第２対物レンズ側から平面視した場合に、前記第１ミラー
と前記第２ミラーとが重なっている領域の少なくとも一部において、前記第１ミラーと前
記第２ミラーとが当接していることを特徴とする請求項１又は２に記載の光ピックアップ
。
【請求項４】
　前記第１光学系には、前記第１ミラーと前記第１受光素子との間の光路に配置され、前
記第１光源から出射された前記第１の出射光を反射して前記第１ミラー側に導くとともに
、前記第１ミラーで反射された前記第１の戻り光を透過して前記第１受光素子側へと導く
平板状の第１ビームスプリッタが更に含まれ、
　前記第２光学系には、前記第２ミラーと前記第２受光素子との間の光路に配置され、前
記第２光源から出射された前記第２の出射光を反射して前記第２ミラー側に導くとともに
、前記第２ミラーで反射された前記第２の戻り光を透過して前記第２受光素子側へと導く
平板状の第２ビームスプリッタが更に含まれることを特徴とする請求項１から３のいずれ
かに記載の光ピックアップ。
【請求項５】
　前記第１光学系及び前記第２光学系のうち、一方の光学系がＢＤに対応する光学系であ
り、他方の光学系がＤＶＤ及びＣＤに対応する光学系であることを特徴とする請求項１か
ら４のいずれかに記載の光ピックップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は光ピックアップに関し、より詳細には、光ディスクの種類によって使い分けら
れる２つの独立した光学系を備える光ピックアップの構成に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、光ディスクに記録される情報を読み取ったり、光ディスクに情報を書き込んだり
するために、光ピックアップが使用されている。光ディスクには、例えばコンパクトディ
スク（ＣＤ）、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、ブルーレイディスク（ＢＤ）等、複
数種類のものが存在する。このために、利便性等を考慮して、従来の光ピックアップの中
には複数種類の光ディスクに対応できるものがある。
【０００３】
　複数種類の光ディスクに対応可能な光ピックアップの中には、光ディスクの種類によっ
て使い分けられる２つの独立した光学系を備えるものがある（例えば、特許文献１参照）
。ここで、各光学系は、それぞれ、光源から出射される光を光ディスクの情報記録面に導
くと共に、情報記録面で反射された光を受光素子へと導く機能を果たす。このような光ピ
ックアップの具体例として、２つの独立した光学系のうち、一方の光学系がＢＤの情報の
読み取り等に使用され、他方の光学系がＤＶＤ及びＣＤの情報の読み取り等に使用される
構成の光ピックアップがある。
【０００４】
　光ピックアップにおいては、光源から出射される光を光ディスクの情報記録面に集光す
るための対物レンズは、対物レンズアクチュエータに搭載される。この対物レンズアクチ
ュエータは、搭載される対物レンズを少なくともフォーカス方向及びトラック方向に移動
可能とする。対物レンズをフォーカス方向に移動可能とするのは、対物レンズの焦点位置
が常に情報記録面に合うように制御する（フォーカス制御する）ためである。また、対物
レンズをトラック方向に移動可能とするのは、対物レンズによって集光された光スポット
が、光ディスクのトラックに常に追随するように制御する（トラック制御する）ためであ
る。ここで、フォーカス方向とは光ディスクの情報記録面と垂直な方向を指し、トラック
方向とは光ディスクの半径方向（ラジアル方向とも言われる）と平行な方向を指している
。
【０００５】
　そして、上述した２つの独立した光学系を備える光ピックアップの中には、例えば特許
文献１に示されるように、各光学系が備える対物レンズを１つのレンズホルダに搭載し、
１つの対物レンズアクチュエータで２つの対物レンズを移動可能とするものがある。この
ように構成すると、装置の小型化や部品点数の低減が可能であるといったメリットを有す
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－３３４９９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、対物レンズアクチュエータの中には、対物レンズを保持するレンズホルダを
ワイヤ（棒状弾性部材）によって揺動可能に懸架して、対物レンズを移動可能とするタイ
プ（以後、ワイヤ懸架型の対物レンズアクチュエータと表現する）のものがある。ワイヤ
懸架型の対物レンズアクチュエータを備える光ピックアップでは、２つの対物レンズを１
つのレンズホルダに搭載する場合、２つの対物レンズの間隔をなるべく小さくするのが好
ましいとされる。これは、２つの対物レンズの間隔が大きくなるとレンズホルダのサイズ
が大きくなり、駆動感度やＤＣチルトといった特性の確保が難しくなるといった問題等が
あるためである。
【０００８】
　また、レンズホルダに搭載される２つの対物レンズをラジアル方向と直交する方向（タ
ンジェンシャル方向と呼ばれることがある）に並列する場合には、２つの対物レンズの距
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離が大きくなるほど、例えばプッシュプル方式で得られるトラックエラー信号が乱れ易い
といった問題がある。このため、レンズホルダに搭載される２つの対物レンズをタンジェ
ンシャル方向に並列する場合には、２つの対物レンズ間の距離を極力小さくすることが望
まれる。なお、この件については、対物レンズアクチュエータがワイヤ懸架型である場合
に限った話ではない。
【０００９】
　独立した２つの光学系を備える光ピックアップにおいては、２つの対物レンズの間隔を
小さくしようとすると、立上げミラーをなるべく近くに配置する必要が生じる。なお、こ
こでいう立上げミラーは、光源から出射された出射光の光軸が光ディスクの情報記録面に
対して垂直となるように光を反射するミラーのことを指している。
【００１０】
　２つの立上げミラーを近づける方策として、従来においては、立上げミラーの一部をカ
ットする場合があった。しかし、立上げミラーをカットする構成の場合、カット工程が必
要となるために、光ピックアップの製造コストが上昇する。しかし、近年における光ピッ
クアップに対する低コスト化の要求を考えれば、ミラーを近づけるための方策として行う
ミラーのカット工程は削除できるのが好ましい。
【００１１】
　以上の点を鑑みて、本発明の目的は、２つの独立した光学系を備える光ピックアップに
おいて、製造コストの上昇を抑制して２つの対物レンズ間の距離を小さくできる光ピック
アップを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために本発明の光ピックアップは、第１光源から出射された第１の
出射光を光ディスクの情報記録面に導くとともに、前記情報記録面で反射された第１の戻
り光を第１受光素子へと導く第１光学系と、第２光源から出射された第２の出射光を光デ
ィスクの情報記録面に導くとともに、前記情報記録面で反射された第２の戻り光を第２受
光素子へと導く第２光学系と、を備える光ピックアップであって、前記第１光学系には、
前記第１の出射光を反射して光軸を前記情報記録面と略直交する方向に変換する第１ミラ
ーと、前記第１ミラーで反射された光を前記情報記録面に集光する第１対物レンズと、が
含まれ、前記第２光学系には、前記第２の出射光を反射して光軸を前記情報記録面と略直
交する方向に変換する第２ミラーと、前記第２ミラーで反射された光を前記情報記録面に
集光する第２対物レンズと、が含まれ、前記第１ミラーへと入射する前記第１の出射光の
光軸の方が、前記第２ミラーへと入射する前記第２の出射光の光軸よりも低くなるように
、前記第１光学系及び前記第２光学系は形成されており、前記第１対物レンズ及び前記第
２対物レンズ側から平面視した場合に、前記第１ミラーの反射面の周縁部の一部に前記第
２ミラーの一部が重なっていることを特徴している。
【００１３】
　本構成によれば、２つの光学系における光軸の高さに差を設ける構成であるために、第
１ミラーと第２ミラーとを近づける際に互いがぶつかり合わないようにできる。また、一
般にミラーの周縁部は、光ピックアップの使用時に本質的に使用しない領域となっており
、この部分に第２のミラーの一部が重なっても光ピックアップの特性に及ぼす影響はほと
んどない。このため、本構成においては、対物レンズ側から平面視した場合に、第２ミラ
ーの一部が第１ミラーの周縁部の一部に重なるように構成している。そして、このように
構成することによって、２つのミラーの間隔を小さくできるために、第１対物レンズと第
２対物レンズとの間隔を小さくできる。また、本構成では、このように２つの対物レンズ
間の距離を小さくするにあたってミラーをカットする必要がないために、光ピックアップ
を低コストで製造することも可能となる。
【００１４】
　上記構成の光ピックアップにおいて、前記第１対物レンズと前記第２対物レンズとを保
持するレンズホルダと、前記レンズホルダに一端を固定されるワイヤの他端を支持するこ
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とにより前記レンズホルダを片持ち支持するサスペンションホルダと、前記レンズホルダ
をフォーカス方向及びトラック方向に駆動する駆動手段と、を有する対物レンズアクチュ
エータを更に備えることとしても良い。
【００１５】
　本構成によれば、光ピックアップが備える対物レンズアクチュエータはワイヤ懸架型の
対物レンズアクチュエータである。上述のように、ワイヤ懸架型の対物レンズアクチュエ
ータにおいては、駆動感度等の向上のために２つの対物レンズを近づけて配置するのが好
ましい。この点、本構成によれば、２つの対物レンズを近づけて配置できるために、好ま
しい特性を有する対物レンズアクチュエータの設計が容易となる。
【００１６】
　上記構成の光ピックアップにおいて、前記第１対物レンズ及び前記第２対物レンズ側か
ら平面視した場合に、前記第１ミラーと前記第２ミラーとが重なっている領域の少なくと
も一部において、前記第１ミラーと前記第２ミラーとが当接しているのが好ましい。本構
成によれば、２つの光学系における光軸の高さの差を小さくできるために、光ピックアッ
プを薄型とできる。
【００１７】
　上記構成の光ピックアップにおいて、前記第１光学系には、前記第１ミラーと前記第１
受光素子との間の光路に配置され、前記第１光源から出射された前記第１の出射光を反射
して前記第１ミラー側に導くとともに、前記第１ミラーで反射された前記第１の戻り光を
透過して前記第１受光素子側へと導く平板状の第１ビームスプリッタが更に含まれ、前記
第２光学系には、前記第２ミラーと前記第２受光素子との間の光路に配置され、前記第２
光源から出射された前記第２の出射光を反射して前記第２ミラー側に導くとともに、前記
第２ミラーで反射された前記第２の戻り光を透過して前記第２受光素子側へと導く平板状
の第２ビームスプリッタが更に含まれることとしても良い。
【００１８】
　本構成によれば、光ピックアップが備える２つの光学系において、平板状のビームスプ
リッタを透過した光を受光素子へと導く構成となっている。この場合、平板状のビームス
プリッタによって非点収差方式のフォーカスエラー信号を得るための非点収差を得ること
ができる。このため、本構成によれば、非点収差を発生させるために従来配置されるシリ
ンドリカルレンズ等の非点収差発生手段を抹消できるために、部品点数を削減して低コス
ト化を図れる。
【００１９】
　上記構成の光ピックアップにおいて、前記第１光学系及び前記第２光学系のうち、一方
の光学系がＢＤに対応する光学系であり、他方の光学系がＤＶＤ及びＣＤに対応する光学
系であることとしても構わない。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によると、２つの独立した光学系を備える光ピックアップにおいて、製造コスト
の上昇を抑制して２つの対物レンズ間の距離を小さくできる。このため、低コストで高性
能の光ピックアップを得られる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本実施形態の光ピックアップの構成を示す概略図
【図２】本実施形態の光ピックアップの光学構成を説明するための図
【図３】本実施形態の光ピックアップが備える第１受光素子の構成を説明するための図
【図４】本実施形態の光ピックアップが備える対物レンズアクチュエータの構成を示す概
略斜視図
【図５】図２に示すＸ方向に沿って、本実施形態の光ピックアップが備える立上げミラー
及び対物レンズの周辺を見た場合の概略平面図
【図６】本実施形態の光ピックアップが備える立上げミラーの反射面の構成を示す図
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【図７】対物レンズ側から平面視した場合における、２つの立上げミラーの関係を示した
図
【図８】本実施形態の変形例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の光ピックアップの実施形態について、図面を参照しながら詳細に説明す
る。
【００２３】
　図１は、本実施形態の光ピックアップの構成を示す概略図で、図１（ａ）は概略平面図
、図１（ｂ）は概略側面図である。図１に示すように、本実施形態の光ピックアップ１は
、ピックアップベース２と、ピックアップベース２上に搭載される対物レンズアクチュエ
ータ３と、を備える。
【００２４】
 ピックアップベース２の左右には軸受け部２ａ、２ｂが設けられる。この軸受け部２ａ
、２ｂは、図示しないベース上に固定配置されてラジアル方向に延びる２本のガイドシャ
フト１０１と係合する。そして、これにより光ピックアップ１はラジアル方向に摺動可能
となっている。なお、光ピックアップ１のラジアル方向への移動は、図示しない公知の移
動機構によって行われる。公知の移動機構の一例として、ピックアップベース２に取り付
けられラックと、ピックアップベースとは別のベース（図示せず）に取り付けられたモー
タによって回転されるピニオンと、を用いる構成等が挙げられる。
【００２５】
　図２は、本実施形態の光ピックアップの光学構成を説明するための図である。図２に示
すように、本実施形態の光ピックアップ１は、互いに独立した関係にある、第１光学系４
と第２光学系５とを備える。第１光学系４は、ＢＤに記録される情報を読み取ったり、Ｂ
Ｄに情報を書き込んだりするために使用されるＢＤ用の光学系である。第２光学系５は、
ＤＶＤ及びＣＤ（以下、単に、ＤＶＤ／ＣＤと記載する場合がある）に記録される情報を
読み取ったり、ＤＶＤ／ＣＤに情報を書き込んだりするために使用されるＤＶＤ／ＣＤ用
の光学系である。
【００２６】
　第１光学系４は、第１光源１１と、回折素子１２と、第１ビームスプリッタ１３と、第
１の１／４波長板１４と、第１コリメートレンズ１５と、第１立上げミラー１６と、第１
対物レンズ１７と、第１受光素子１８と、を備える。これらのうち、第１対物レンズ１７
以外の部材はピックアップベース２上に搭載される。第１対物レンズ１７は、対物レンズ
アクチュエータ３（図１参照）に搭載される。
【００２７】
　なお、図２において、第１光源１１から出射された第１の出射光が第１立上げミラー１
６に入射する際の第１の出射光の光軸、及び、光ディスク１０２の情報記録面１０２ａ（
図１（ｂ）参照）で反射された第１の戻り光が第１立上げミラー１６で反射された後の第
１の戻り光の光軸、を光軸Ａと表現する。
【００２８】
　第１光源１１はＢＤ用のレーザ光（例えば波長４０５ｎｍ帯のレーザ光）を出射する半
導体レーザである。なお、第１光源１１からは直線偏光が出射されるようになっている。
第１光源１１から出射されたレーザ光（第１の出射光）は、回折素子１２によって主光と
２つの副光とに分けられる。これは、トラック制御を行うために必要なトラックエラー信
号を得られるようにするためである。なお、本実施形態の光ピックアップ１においては、
ＢＤの情報の読み取りを行う際には、公知の手法であるＤＰＰ（Differential Push-Pull
）法を用いてトラックエラー信号を得るように形成されている。回折素子１２から出射し
たレーザ光は第１ビームスプリッタ１３に送られる。
【００２９】
　第１ビームスプリッタ１３は平板状に設けられ、入射面の法線方向が入射光の光軸に対
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して所定の傾き（例えば４５度等）を有するように配置されている。また、第１ビームス
プリッタ１３は偏光ビームスプリッタであって、第１光源１１から出射される直線偏光と
同じ偏光方向の直線偏光を反射し、第１光源１１から出射される直線偏光に対して偏光方
向が９０度回転された直線偏光を透過するように形成されている。このため、回折素子１
２から第１ビームスプリッタ１３に送られたレーザ光は、第１ビームスプリッタ１３で反
射されることになる。第１ビームスプリッタ１３で反射されたレーザ光は、第１の１／４
波長板１４に送られる。
【００３０】
　第１の１／４波長板１４は、入射する直線偏光を円偏光に変換するとともに、入射する
円偏光を直線偏光に変換する。第１ビームスプリッタ１３から送られて第１の１／４波長
板１４を通過したレーザ光は円偏光となって第１コリメートレンズ１５へと送られる。
【００３１】
　第１コリメートレンズ１５は、図示しない駆動手段によって光軸方向（図２に示す矢印
Ｃの方向）に移動可能となっている。これは、その位置の操作によって、第１コリメート
レンズ１５から出射されるレーザ光の収束発散状態を変化させ、第１対物レンズ１７に入
射するレーザ光の収束発散状態を変化させるためである。このような構成とする理由は、
球面収差の補正を行えるようにするためである。第１コリメートレンズ１５から出射され
たレーザ光は第１立上げミラー１６へと送られる。
【００３２】
　第１立上げミラー１６は、略直方体状の部材の一面に金属薄膜等を配置することによっ
て反射面が形成されている。また、第１立上げミラー１６は、入射するレーザ光の光軸（
光軸Ａ）を光ディスク１０２の情報記録面１０２ａ（図１（ｂ）参照））と略直交する方
向（図２においては、紙面と垂直な方向が該当する）に変換するように配置されている。
第１立上げミラー１６で反射されたレーザ光は、第１対物レンズ１７へと送られる。
【００３３】
　第１対物レンズ１７は、ＢＤ用に設計された対物レンズであり、第１立上げミラー１６
からのレーザ光を光ディスク１０２の情報記録面１０２ａに集光する。第１対物レンズ１
７によって情報記録面１０２ａに集光されたレーザ光は、情報記録面１０２ａで反射され
る。
【００３４】
　情報記録面１０２ａで反射された戻り光（第１の戻り光）は、第１対物レンズ１７を透
過し、第１立上げミラー１６で反射される。そして、第１コリメートレンズ１５を通過後
、第１の１／４波長板１４で直線偏光に変換される。この直線偏光の偏光方向は、第１光
源１１から出射された直線偏光の偏光方向を９０度回転した方向である。このため、第１
の１／４波長板１４を通過した戻り光は、第１ビームスプリッタ１３を透過する。すなわ
ち、第１ビームスプリッタ１３と第１の１／４波長板１４とは、協働して光アイソレータ
として機能する。
【００３５】
　ところで、第１ビームスプリッタ１３は上述のように平板状に形成され、入射面の法線
方向が光軸（光軸Ａ）に対して傾きを有するために、第１ビームスプリッタ１３を透過し
た戻り光には非点収差が発生する。そして、この非点収差が発生した戻り光が第１受光素
子１８へと集光する。第１受光素子１８は、受光した光信号を電気信号へと変換して出力
する。出力された電気信号は処理されて、再生信号やサーボ信号（フォーカスエラー信号
やトラックエラー信号等）等となる。
【００３６】
　なお、第１光学系４においては、戻り光が第１ビームスプリッタ１３を通過することに
よって発生する非点収差を利用して、公知の手法である非点収差法によるフォーカスエラ
ー信号を得る構成となっている。このため、図３に示すように、第１受光素子１８の受光
面に形成される田の字型の４分割領域（ａ～ｄ）は、受光面を正面から見た場合に田の字
が所定の角度（例えば４５度としてもよいが、他の角度としてもよい）だけ傾いた配置と
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される。図３は、本実施形態の光ピックアップが備える第１受光素子の構成を説明するた
めの図である。
【００３７】
　また、上述のように、第１光学系４においてはＤＰＰ法によってトラックエラー信号を
得る構成となっている。この場合、第１受光素子１８に形成される田の字型の４分割領域
を構成する２つの分割線のうちの一方の投影が、光ディスク１０２の情報記録面１０２ａ
上においてタンジャンシャル方向と平行になるようにする必要がある。このため、上述し
た田の字型の受光領域の傾きに対応して、第１光学系４における光軸Ａが、ラジアル方向
に対して所定の角度（例えば４５度だが、他の角度とされる場合もある）だけ傾けられた
状態となっている。
【００３８】
　第２光学系５は、第２光源２１と、第２の１／４波長板２２と、第２ビームスプリッタ
２３と、第２コリメートレンズ２４と、第２立上げミラー２５と、第２対物レンズ２６と
、第２受光素子２７と、を備える。これらのうち、第２対物レンズ２６以外の部材はピッ
クアップベース２上に搭載される。第２対物レンズ２６は、対物レンズアクチュエータ３
（図１参照）に搭載される。
【００３９】
　なお、図２において、第２光源２１から出射された第２の出射光が第２立上げミラー２
５に入射する際の第２の出射光の光軸、及び、光ディスク１０２の情報記録面１０２ａ（
図１（ｂ）参照）で反射された第２の戻り光が第２立上げミラー１６で反射された後の第
１の戻り光の光軸、を光軸Ｂと表現する。
【００４０】
　第２光源２１はＤＶＤ用のレーザ光（例えば波長６５０ｎｍ帯のレーザ光）とＣＤ用の
レーザ光（例えば波長７８０ｎｍ帯のレーザ光）とを切り換えて出射可能な２波長対応の
半導体レーザである。なお、第２光源２１からは直線偏光が出射されるようになっている
。第２光源１１から出射されたレーザ光（第２の出射光）は、第２の１／４波長板２２に
送られる。
【００４１】
　第２の１／４波長板２２は、入射する直線偏光を円偏光に変換する。第２光源２１から
出射されて第２の１／４波長板２２を通過したレーザ光は円偏光となって第２ビームスプ
リッタ２３へと送られる。
【００４２】
　第２ビームスプリッタ２３は平板状に設けられ、入射面の法線方向が入射光の光軸に対
して所定の傾き（例えば４５度等）を有するように配置されている。第２ビームスプリッ
タ２３は、第２光源２１から出射される出射光の一部を反射し、残りの一部を透過する。
第２ビームスプリッタ２３で反射されたレーザ光は、第２コリメートレンズ２４に送られ
る。
【００４３】
　第２コリメートレンズ２４は、入射したレーザ光(発散光)を平行光に変換する平行光変
換手段として機能する。第２コリメートレンズ２４から出射されたレーザ光（平行光）は
第２立上げミラー２５へと送られる。
【００４４】
　第２立上げミラー２５は、略直方体状の部材の一面に金属薄膜等を配置することによっ
て反射面が形成されている。また、第２立上げミラー２５は、入射するレーザ光の光軸（
光軸Ｂ）を光ディスク１０２の情報記録面１０２ａと略直交する方向（図２においては、
紙面と垂直な方向が該当する）に変換するように配置されている。第２立上げミラー２５
で反射されたレーザ光は、第２対物レンズ２６へと送られる。
【００４５】
　第２対物レンズ２６は、ＤＶＤ及びＣＤに対応するように設計された対物レンズであり
、第２立上げミラー２５からのレーザ光を光ディスク１０２の情報記録面１０２ａに集光
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する。第２対物レンズ２６によって情報記録面１０２ａに集光されたレーザ光は、情報記
録面１０２ａで反射される。
【００４６】
　情報記録面１０２ａで反射された戻り光（第２の戻り光）は、第２対物レンズ２６を透
過し、第２立上げミラー２５で反射される。そして、第２コリメートレンズ２４を通過後
、第２ビームスプリッタ２３に入射する。第２ビームスプリッタ２３を透過した光は、第
２受光素子２７に集光される。
【００４７】
　ところで、第２ビームスプリッタ２３は上述のように平板状に形成され、入射面の法線
方向が光軸（光軸Ｂ）に対して傾きを有するために、第２ビームスプリッタ２３を透過し
た戻り光には非点収差が発生する。そして、この非点収差が発生した戻り光が第２受光素
子２７へと集光される。第２受光素子２７は、受光した光信号を電気信号へと変換して出
力する。出力された電気信号は処理されて、再生信号やサーボ信号（フォーカスエラー信
号やトラックエラー信号等）等となる。
【００４８】
　なお、第２光学系５においては、戻り光が第２ビームスプリッタ２３を通過することに
よって発生する非点収差を利用して、公知の手法である非点収差法によるフォーカスエラ
ー信号を得る構成となっている。このため、第２受光素子２７においても第１受光素子１
８と同様に、田の字が傾いた４分割領域が形成されている。また、第２光学系５において
は、公知の手法であるＰＰ法（Push-Pull）法によってトラックエラー信号を得る構成と
なっている。このために、第１光学系４の場合と同様の理由で、上述した田の字型の受光
領域の傾きに対応して、第２光学系５における光軸Ｂがラジアル方向に対して所定の角度
（例えば４５度等）だけ傾けられた状態となっている。
【００４９】
　上述のように、第１対物レンズ１７と第２対物レンズ２６とは、対物レンズアクチュエ
ータ３に搭載される。図４を参照しながら、本実施形態の光ピックアップ１が備える対物
レンズアクチュエータ３の構成について説明する。なお、図４は、本実施形態の光ピック
アップが備える対物レンズアクチュエータの構成を示す概略斜視図である。
【００５０】
　対物レンズアクチュエータ３は、アクトベース３１と、第１対物レンズ１７及び第２対
物レンズ２６を保持するレンズホルダ３２と、を備える。アクトベース３１上には、レン
ズホルダ３２を挟んで対称配置となるように一対の永久磁石３３が立設されている。
【００５１】
　レンズホルダ３２には、レンズホルダ３２の内部側壁に沿って略矩形状に巻回されるフ
ォーカスコイル３４（図４中、破線で示される）と、レンズホルダ３２の外部側壁（永久
磁石３３と対向する側壁）の対称位置に、それぞれ２つずつ配置される４つの略矩形状の
トラックコイル３５と、が備えられる。また、レンズホルダ３２の４つの側壁のうち、ト
ラックコイル３５が配置されていない２つの側壁には、片側に３本ずつ、両側で計６本と
なるワイヤ３６の各一端が固定されている。
【００５２】
　各ワイヤ３６の他端は、サスペンションホルダ３７によって支持されている。これによ
り、サスペンションホルダ３７がレンズホルダ３２を片持ち支持する構成となっており、
レンズホルダ３２は揺動可能となっている。なお、ワイヤ３６は、フォーカスコイル３４
やトラックコイル３５に給電するためにも使用される。
【００５３】
　フォーカスコイル３４に電流が供給されると、永久磁石３３によって作られる磁界との
電磁気的な作用によって、電流が流れる向き及び電流の大きさに応じてレンズホルダ３２
はフォーカス方向に移動する。同様に、トラックコイル３５に電流が供給されると、その
向き及び大きさに応じて、レンズホルダ３２はトラック方向に移動する。すなわち、永久
磁石３３、フォーカスコイル３４、及びトラックコイル３５は、レンズホルダ３２をフォ
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ーカス方向及びトラック方向に駆動する駆動手段を構成している。
【００５４】
　ところで、先に述べたように、例えば対物レンズアクチュエータ３の動作特性を確保す
る等の目的から、レンズホルダ３２に搭載される２つの対物レンズ１７、２６はできるだ
け近づけるのが好ましい。この点、本実施形態の光ピックアップ１においては、２つの立
上げミラー１６、２５の配置を工夫することにより、レンズホルダ３２に搭載される２つ
の対物レンズ１７、２６の間の距離ができるだけ小さくなるように工夫されている。以下
、この点を説明する。
【００５５】
　図５は、図２に示すＸ方向に沿って、本実施形態の光ピックアップが備える立上げミラ
ー及び対物レンズの周辺を見た場合の概略平面図である。ここで、光ピックアップ１にお
いては光軸Ａと光軸Ｂは互いにほぼ平行な関係にあり、光軸Ａ及び光軸ＢはＸ方向と略直
交する関係にある。
【００５６】
　図５に示すように、光ピックアップ１においては、第１光学系４の光軸Ａと第２光学系
５の光軸Ｂとは異なる高さになっている。換言すると、両者（光軸Ａと光軸Ｂ）の間には
段差ｈが存在するように構成されている。このような段差ｈは、ピックアップベース２に
段差を設けることによって得ることができる。光軸Ａと光軸Ｂとの間に段差ｈを設ける場
合、その段差ｈの調整により、対物レンズ１７、２６側から平面視した場合に２つの立上
げミラー１６、２５を重ね合わせることができる。このことを利用して、光ピックアップ
１では２つの対物レンズ１７、２６の間隔を小さくしている。これについて図６及び図７
を参照しながら説明する。
【００５７】
　なお、図６は、本実施形態の光ピックアップが備える立上げミラーの反射面の構成を示
す図である。図７は、対物レンズ側から平面視した場合における、２つの立上げミラーの
関係を示した図である。図７（ａ）は本実施形態との比較のための図で従来の構成を示す
図、図７（ｂ）は本実施形態の光ピックアップにおける構成を示す図である。図７におい
ては、立上げミラーの反射面のみを示し側面は省略している。
【００５８】
　光ピックアップ１に備えられる立上げミラー１６、２５の反射面１６ａ、２５ａは、余
裕をみて光ピックアップ１の使用時に使用される範囲より大きめに作るのが一般的である
。すなわち、光ピックアップ１に備えられる、反射面１６ａ、２５ａが略矩形状の立上げ
ミラー１６、２５においては、図６に示す斜線を施した周縁部１６１（額縁状の領域で示
される部分）が実質的には使用しない領域となっている。この例においては、反射面１６
ａ、２５ａの端から内側に向かって０．３ｍｍ程度の幅の領域が上述の実質的に使用しな
い領域に該当する。
【００５９】
　従来の構成のように光軸Ａと光軸Ｂとの高さを同じ（段差ｈを設けない構成）とすると
、図７（ａ）に示すように第１立上げミラー１６と第２立上げミラー２５とは重ね合わせ
ることができない。一方、本実施形態の光ピックアップ１のように光軸Ａと光軸Ｂとの間
に段差ｈを設けた場合、対物レンズ１７、２６側から平面視して、第１立上げミラー１６
と第２立上げミラー２５とを重ね合わせることが可能となる。
【００６０】
　立上げミラー１６、２５の実質的に使用しない領域（周縁部１６１）は、その上に障害
物があっても何ら問題がない。このために、対物レンズ１７、２６側から平面視して、光
軸の位置が上側にある第２立上げミラー２５の一部を、図７（ｂ）に示すように、光軸の
位置が下側にある第１立上げミラー１６の実質的に使用しない領域（周縁部１６１）に重
ね合わせてもよい。
【００６１】
　本実施形態の光ピックアップ１においては、第１対物レンズ１７と第２対物レンズ２６
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とはラジアル（ＲＡＤ）方向に並列する構成である。このため、対物レンズ１７、２６側
から平面視して、第２立上げミラー２５の一部が第１立上げミラー１６の実質的に使用し
ない領域である周縁部１６１に重なる範囲で、第１立上ミラー１６と第２立上ミラー２５
とのラジアル方向の間隔を詰めて、２つの対物レンズ１７、２６を近づけられる。そして
、このようにすることにより、図７に示すように、従来に比べて第１対物レンズ１７と第
２対物レンズ２６との間の距離をｄだけ近くできることがわかる。なお、図７において、
符号１７ａは第１対物レンズ１７の中心位置を示し、符号２６ａは第２対物レンズ２６の
中心位置を示している。
【００６２】
　以上のように、本実施形態の光ピックアップ１においては、対物レンズ１７、１６の間
隔を小さくできるために、対物レンズ１７、２６を搭載するレンズホルダ３２の小型化が
可能であり、対物レンズアクチュエータ３の設計が容易である。また、本実施形態の光ピ
ックアップ１の構成では、２つの対物レンズ１７、２６間の距離を小さくするために立上
げミラー１６、２５をカットする必要がない。すなわち、光ピックアップの製造コストの
上昇を抑制して２つの対物レンズ１７、２６間の距離を小さくできる。
【００６３】
　なお、本発明は以上に示した実施形態の構成に限定されない。すなわち、本発明の目的
を逸脱しない範囲で種々の変更が可能である。
【００６４】
　例えば、図７（ｂ）に示す２つの立上げミラー１６、２５の重ね方は一例であり、この
構成に限定されるものではない。まず、立上げミラーの形状は本実施形態の形状に限定さ
れず、別の形状でもよい。そして、２つの対物レンズを目的の方向に近づけられ、且つ、
対物レンズ側から平面視した場合に、第２立上げミラーの一部が第１立上げミラーに重な
る部分が、反射面の周縁側の実質的に使用しない領域から内側にはみ出ない範囲内となっ
ていれば、本実施形態とは異なる構成でもよい。
【００６５】
　また、以上に示した実施形態では、対物レンズ１７、２６側から平面視した場合に、第
１立上げミラー１６と第２立上げミラー２５とが重なっている領域の一部において、第１
立上げミラー１６と第２立上げミラー２５とが当接している構成とした（図５参照）。し
かし、本発明はこの構成に限定される趣旨ではない。すなわち、図８に示すように、対物
レンズ１７、２６側から平面視した場合に、第１立上げミラー１６と第２立上げミラー２
５とが重なっている領域において、第１立上げミラー１６と第２立上げミラー２５とが当
接していない構成としてもよい。ただし、本実施形態のように、第１立上げミラー１６と
第２立上げミラー２５とが当接している構成として、光軸Ａと光軸Ｂとの段差ｈを小さく
した方が光ピックアップを薄型化可能であるという利点を有する。
【００６６】
　また、以上に示した実施形態では第１光学系４の光軸Ａと第２光学系５の光軸Ｂとが略
平行な関係である場合を示した。しかし、本発明はこの構成に限定される趣旨ではない。
すなわち、第１光学系４の光軸Ａに対して第２光学系５の光軸Ｂが傾きを有してもよく、
例えば、両者が略直交する関係となっていても本発明は適用できる。
【００６７】
　また、以上に示した実施形態では第１対物レンズ１７と第２対物レンズ２６とがラジア
ル方向に並列する構成とした。しかし、本発明はこの構成に限定される趣旨ではない。す
なわち、例えば、２つの対物レンズがタンジェンシャル方向に配置される構成等の場合に
も本発明は適用できる。
【００６８】
　また、以上に示した実施形態では、光ピックアップ１が備える対物レンズアクチュエー
タ３は、懸架型の対物レンズアクチュエータとした。しかし、本発明は、光ピックアップ
１に備えられる対物レンズアクチュエータが他の形態（例えば、レンズホルダに設けられ
る貫通孔に軸が貫通されて、レンズホルダがこの軸を摺動することにより対物レンズを移
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動する構成のもの）の場合にも適用可能である。２つの対物レンズ間の距離を小さくする
要請は、上述のように、対物レンズアクチュエータが懸架型の対物レンズアクチュエータ
でない場合にも存在する。このような要請を満たすためにも本発明は有用である。
【００６９】
　また、以上に示した実施形態では、第１光学系４の光軸Ａの方が、第２光学系５の光軸
Ｂよりも低い構成としたが、この逆でも構わない。
【００７０】
　また、光ピックアップ１の光学構成について本実施形態の構成に限定されず、種々の変
更が可能である。例えば、第１光学系４について、第１ビームスプリッタ１３を偏光ビー
ムスプリッタでない構成として、第１の１／４波長板１４を配置しない構成としても構わ
ない。また、第２光学系５について、第２の１／４波長板２２がない構成としても構わな
いし、第２コリメートレンズ２４を無くしてその代わりに第２対物レンズ２６を有限共役
型の対物レンズに変更する構成等としても構わない。その他、必要に応じて、ビームスプ
リッタを板状ではない、キュービックタイプのものに変更しつつ、ビームスプリッタと受
光素子の間にシリンドリカルレンズを配置する構成等としても構わない。
【００７１】
　その他、本発明の光ピックアップが情報の読み取りや書き込みを行う対象の光ディスク
は、本実施形態で示した光ディスク（ＢＤ、ＤＶＤ、ＣＤ）に限定されないのは言うまで
もない。
【産業上の利用可能性】
【００７２】
　本発明は、ＢＤ、ＤＶＤ、及びＣＤに対応すべく、２つの独立した光学系を備える光ピ
ックアップに好適に適用できる。
【符号の説明】
【００７３】
　１　光ピックアップ
　３　対物レンズアクチュエータ
　４　第１光学系
　５　第２光学系
　１１　第１光源
　１３　第１ビームスプリッタ
　１６　第１立上げミラー
　１６ａ　反射面
　１７　第１対物レンズ
　１８　第１受光素子
　２１　第２光源
　２３　第２ビームスプリッタ
　２５　第２立上げミラー
　２５ａ　反射面
　２６　第２対物レンズ
　２７　第２受光素子
　３２　レンズホルダ
　３３　永久磁石（駆動手段の一部）
　３４　フォーカスコイル（駆動手段の一部）
　３５　トラックコイル（駆動手段の一部）
　３６　ワイヤ
　３７　サスペンションホルダ
　１０２　光ディスク
　１０２ａ　情報記録面
　１６１、２５１　周縁部
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